
【様式5】

　本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせ下さい。
　ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧する
ことが出来ますので、下記連絡先まで電話またはFAXにてお申し出下さい。
　また、資料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけいない場合には
研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申し出ください。その場合でも、患者さんに不利益が生じることはございません。

お問い合わせ先及び研究への利用を拒否する場合の連絡先：

〒２５１－８５５０　藤沢市藤沢２丁目６番１号
藤沢市民病院　呼吸器内科　　　（研究責任者）　西川　正憲
電話番号：０４６６－２５－３１１１（代表）　　FAX：０４６６－２５－３５４５

倫理委員会承認後から、最終的な研究期間は2021年8月31日までとしています。■研究期間

■資料・情報の
　　取得と保管方法

研究対象者の情報は、個人を特定できる情報とは切り離した上で使用します。

■外部への
　　試料・情報の提供

本研究結果については学会発表および論文投稿等により公表します。公表の際にも個人を
特定できる情報は使用いたしません。

■研究目的・方法

【意義と目的】
新型コロナウイルス（SARS-CoV2）感染症をはじめとする新興感染症の患者さんに対するケ
アにおいて、医療者による血圧、脈拍数、酸素飽和度、呼吸数、体温などのバイタルサインの
測定は感染リスクを伴うため、医療者の身体的精神的負担を生じるなどの問題点があります。
藤沢市民病院内で新型コロナウイルス肺炎の確定診断および疑い症例に使用されているク
ラウドシステムは、元来在宅患者管理用に開発されたシステムで、患者さんが自らバイタルサ
インをチェックしてそれをクラウド上にアップロードすることにより医療者がデータを遠隔で把
握できるようにするシステムです。これは入院中にも患者接触機会を減らすことによって、接
触機会減少により医療者の負担を減らす可能性があります。本研究では新型コロナウイルス
肺炎診療における本システムの有用性を検証することを目的とします。

【検査および観察項目】
本研究で利用させていただく患者さんのカルテ情報はありません。本研究では医療スタッフ
の方が患者さんに接触した回数およびシステムを使用する前後での質問紙表による簡単な
アンケート結果の比較によりシステムの影響を検討します。

■研究に用いる
　　試料・情報の種類

医療スタッフの方が患者さんに接触した回数およびシステムを使用する前後での質問紙表に
よる簡単なアンケート。

情報公開用文書（藤沢市民病院で実施する医学系研究）　

■研究課題名
医療従事者感染リスク低減を目指した、
軽症SARS-CoV2感染者等の遠隔管理システムの効果検証

２０２０年１０月２０日作成

■研究の対象
本研究の対象となる方は、西暦2020年4月1日から西暦2021年8月31日の間に藤沢市民病院
に入院の上、これらのクラウドシステムを用いて診療、看護業務を行った医療スタッフです。


